
〔寄生虫学雑誌　第15 巻　第2 号　138－147頁　1966〕

£itomos θf＆s　az7・£面 の定 量 的接 種法 に よ る

コト ン ラットの 発 症経 過 の観 察

神　 田　　 錬　 藏 ・ 田　 坂

東 京大学伝染病研究所寄生虫研究部（部長

（1966年1 月18 日受領）

は じ め に

われわれはコ ト ン ラット フィラ リ ア £fZ。。zojぷj6a

フパ必 （Travassos，　1919）を用い， 中間宿主イ エ ダ ユOrnithonyssus

　bac必（Hirst，　1913）の体内で感染幼 虫に

発育させた後，これ を分離して，そ の一定数 を終 宿主コ

ント ラット 刄gmoden 　hiや7心s に接種し， 発 症経過と

接種量 の関係 を比較 した。その結果 発現 症候の経過を覩

察して得た諸所見 は，フィ ラリアの感染量に深い関係 が

あ り感 染量 の多い場 合には成虫お よびミ クロフィ ラリア

（以下mf と略す） 相互の密度効果 も 明らかに 関与 して

い ると思われる諸所 見を得たので報告する。

｀材料および方法

1． イエダエの飼育 とそ の感染方法

中間宿主である イエダ エを，こ の実 験用 に常時 確保し

供給するた めに，至適飼育条件 を求 めた．それによると

飼育中 の 湿度は85 ％　RH，温度は25 °C が適 当 である

こ とが わかっ た．定量接 種に供するための約1 ，000匹の

ダ ユの成 虫を同時 に得 るための飼育容 器には，飽和塩化

カ リ溶液 の約2 立 を 底に入れた 直 径50 　cmのデシケ ー

タ を使用 した．そ の中のしきりの磁製板の上に青梅 綿約30g

を入れてイエダエの巣 とした．容器 と盖 の接 触面に

は 白色ワセリンを塗布して盖を密閉し， ダエの逃亡 を防

ぎ，かっ 湿度を一 定に保つ ように努 めた．イ エダエの繁

殖 のための吸血源 として， マウスを金網 に入 れて固定 し

たもの を用い た．

Kershaw　d　al．　（1957）を報告した ように，飼育 の途 中

に大量のイエダ ユが死亡す る事 があ るが，その原因を追

求し たところツ メダニ類 の侵入による被害と，発育中に

定　 晴

佐 々学 教 授）

汚染された巣に発生するカビ類による被害の2 つが主で

ある事がわかった．これについては筆者等（1962，　1964）

が報告した．ツメダエ類の侵入を防ぐためにマウスを洗

剤溶液で洗い，水洗の後に乾かしてから金網ゲージに固

定の上，ダエに吸血させた．マウスを巣の中に入れてい

る間は，繁殖用容器の蓋を半ばあけたままにして，マウ

スによる湿度上昇を防いだ．次にカビ類の発生を極力避

けるために容器の湿度を85　％　RH に保つようにし，ダ

エの吸血によって汚染された巣は4－5週毎に取換えた．

感染イエダニを分離してからの飼育用の容器として

は，20×20×20　cmの大きさのプラスチック製容器の盖

に10 ×10　cm　の大きさの200 メッシュのステンレス金

網をばったゲージに青梅綿約3g を入れたものを用い

た．

多数の感染ダエを得ることと，1 匹のダエの体内に含

まれるフィラリア幼虫（以下フィ幼虫と略す）の密度を高

めるためには，次に述べる方法が好成績を収めた．これ

については神田・田坂（1966）の次報にて詳しく述べる．

すなわち末梢血内に2，000匹／2．5　mm3　以上の高密度

にmf を保有するコトンラットを選び，その全身を剃毛

した上に，繁殖中のダエ約1 ，000匹を約3 時間っけ，そ

のあと吸血満腹した成虫だけを分離した．同じコロニー

のダユについてこのような操作を3 ないし4 日毎に反復

することによってダニのフィ幼虫保有数をふやすように

努めた．

その後は3－4日毎にマウスを吸血させ，最後の吸血時

期を最初の吸血分離日から18－20日とし，その後の1 週

間は完熟幼虫がダユから遊出ナるのを防ぐために吸血を

中止した．未熟の成虫が新しく増えて混じるのを防ぐた

めに，吸血したダエを選別する都度，巣に使用している
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青 梅綿 とともに卵，幼 虫お よび若 虫を とりのぞいた．2

． 完熟フィ ラリア幼虫の接種法

初回 の感染後25 －27日目になっ たダエを，　0．85％の滅T

菌食塩水約2ml を入 れたホール グラスの中で，双眼顕微

鏡の下で解剖 して完熟 幼虫を集めた．生後約4 週 のコト

ン ラッ トの背側中央脊 柱の1 側に 直 径約4cm の円形剃

毛 を行っ た上， ヨードチンキによっ て消 毒し， 長 さ0 ．5

・cm の切開 を入 れ， そ の部 の皮下組織を 直径約3cm の

範 囲に わた りは がしてポケットを作り，完熟幼虫 の一定

豢 をピペットに とって 注入 し，切開口を縫合閉鎖した．3

． コト ンラットの飼育と発症経過の観察

定量接種したコト ンラットの事故死を防ぐた めに，なj

るべく雄雌1 対づっ 同一 ゲージに入 れ，30 ×20×40　cm

の モルモット飼育用金網 ゲージを用い て飼育した．

コトンラ ットの末棺血内mf の検出には，尾先端をア

ルコール綿で消毒して注射針で刺し， 自然に湧出する血

箍 の2 ．5　mmR　をピペ ットに吸っ て， スライ ドグラスに

塗 抹後，ギ ムザ染色を行って鏡検し た．

実 験 成 績

1．　mf 陽転まで の潜伏期 間

1 匹 のコトンラットに対する完熟フィ 幼虫 の接種数 を

’いろいろ かえて， 毎週1 回の定量検血を行い，mf が宿

主 末梢血 内に検出される時期と密度の変化の状況 を調べ

た のが第1 図お よび 第1 表で ある．

完熟幼 虫5 匹づっ を接 種した5 例のコト ンラ ットのう

ち ，mf 陽転 したのは接種後第8 ，　9，　10週 のそ れぞ れ1

例で，のこ りの2 例 は陰性 のまま経過した．完熟幼虫を10

匹づっ 接種し た7 例 のうち，8 週目に陽転した もの2

例，9 週，10 週お よび25 週 のものそれぞれ1 例で，残

り1 例は陰性 のま ま経過 した．20匹接 種した5 例におい

て は，全例が陽転し，そ の時期 は6 週 目，7 週目，10 週

目，19 週目，20 週 目であった ．30 匹接 種群 では7 週 目

に1 例と8 週 目に3 例 が陽転 した．50 匹接 種群 の4 例，70

匹接種群の2 例，80 匹接種群 の1 例 はい ずれも8 週

目に陽転した．　100匹接種群で は，4 週 目と8 週 目にそ

れぞれ1 例，　150匹接種群では5 週 日と8 週 目にそれぞ

れ1 例づっ が陽転していた．

2． 血中mf 密度 の時 間的経過

毎週1 回 の検血によっ て血中mf 密度 の時 間的 な変化

を追求 したところ，5 匹接種群で は，1 たび陽転 した3

例 のい ずれもが2 回目 か ら 陰転してし まっ た．10 匹以

上接 種した群 では第1 表に示す よ う に 陽転後 引続い て
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35 ’

£fx。。losoides　c－arinii完 熟 幼 虫接 種 数 と

宿 主 末 梢 血 内 ミ ク ロ フィ ラ リ ア 検 出 時 期

との 関 係

mf が検出され， 不 規則な変動を伴い ながら時 日の経 過

とと もに次第に増加し て，ある程度以上に達 すると，そ

れ以 上に増え なくなり，次い で次第に減少し てい る．そJ

二で第1 表に示す ように，接 種群別に週毎 のm ｛ 密 度の

平 均値を計算して各症例 の愃とを比べた ところ，10匹 接

種群 では変異 の多い ものがみられた．これ は接種数 の割

に寄生した雌成虫数に かなり大きい 違い があった ためで

ある．しかし接種数 をこ れよりも多 くし た群 では，互い

に近 似した値を示し た．こ の平均 値の増加の状況 を最 高

値 に達する迄の変化 はS 字状 である 事が知 られた．　Lo －gistic

曲線Y ＝K ／1十me ”atに，それぞれの 群 の 平均 値

から求 めた数値を 代入し て，　K ，　m，　a の値 を 求 めて表

示 したのが第2 表であ る．こ れらの数値 を代入し た関 係

式 によっ てt に対応するY の理論 値とmf 密度 の平均 値

を比べると，それぞれ近似的 であ る事 を知っ た．す なわ

ち第2 図に示す通 りであ る．

K の値 との関係：mf 密度 の理論的上 界K の値は，表i

に示 したように50 匹接種群 は3 ，427．0，　100匹接種群 は2

，337．6，　150匹接種群は ■2，454．2：と50 匹以上接種す る
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第2 表　 宿主末梢血ミクロフィラ リア密度の変化 に対 するlogistic 曲線
（Y

＝万丁
？と

二iて
）

接 種数

10

20
50

100
150

mf 密度上界K

510．681624
．903427
．0

2337．602454
．20

変曲点Y の値

255 ．34812

．451723

．501168

．801227

．10

の当はめと諸理論値

変曲点t の値　logistic常数tr

＝
工logem　　　　　a

a
3

5

8

4

3

とmf 密度に多少の変動を示す が，mf が宿主末 梢血 内

にほぼ 飽和状態 となってし まう． 一方50 匹 よりも少い

数 の完熟幼虫を接種し た場 合，mf の密度の 理 論的上界K

は，10 匹，20 匹，50 匹 と接種 数を 多 くするにっ れて

急激に増加してい る．

そこで完熟幼 虫接 種数 とmf 密 度の上界との関係を グ

ラフの上に示 すと第3 図 のとお りである，

変曲点r の比較 ：Y 　＝K ／1十me －゙ 1があてはま る 場合

変曲点r はY 。＝K ／2，　tr―l／’a　logomの位置にある．こ

こでYr 　＝　K／2はK に比例し接種数 との 関係は 前項同様

で ある．

tr＝l／a　logemにおいてt ，の値 ， す なわち 陽転してmf

密度 が変曲点に達するまでの期間は，10 匹接種で3

週，20 匹接 種で5 週 ，50 匹接種で8 週，　100匹接種で4

週，　150匹接 種で3 週 となり，50 匹接種において最高値

となり，これ より も少 くあ るいは多 く接 種しても，t。の

値 が少くなっ た．

mf 密度の時間に 関する 増加率：mf が宿主血流内 に

出 はじめてからは，時間 とと もにその密度 の増加 が速度

を増して，のち次第 に速度 を減じ，mf 密度 は一 定の極

限値に達す る．その時増加率 はO に接 近する．

いまこの 増加率 をlogistic 曲線 の 相対増加 率がH ．Hotelling

の線形変 化をする性質 を利用して導い た1 ／Y・dY

／dt＝a ―Y・a／K で表わすと，これが変曲点にきた場合Yr

　＝　K／2，　tr　＝　l
／a　logelTlからdY ／dt＝aK ／4となる．

そこで簡単 のために変 曲点にお ける増加率を とりあげ

てそ れぞれ計算すると第2 表に示す とお りであ る．こ れ

によると50 匹接種した場合の理論値 が最高で2 ，921．3を

示 し，　100匹接種群は1 ，799．9，　150匹接種群 は2 ，613．7

であっ た．この増加率 と接種数 との関係 を知 るために，変

曲点における増加率をプロ ットし たのが第4 図 である．

この場合 もK の場合 とほぼ同様 の傾向 がみられ，接 種数

の少い時は接種数の増加 とともに増加率 が急に上るが，50

匹以上接 種し た場合 は，接種数 を2 倍 ，3 倍と増やし

3

3

3

3

4

14
47
39
08
06

刎φ哮

／∂ja 劼

母　数

m

一
72330
3428 ×1045998

×1084347
×104355
×105
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　＿　aK
一 一一dt　

4

400 ．821409
．602921
．331799
．952613
．72

加 謳昿り

1．

－a logem におけ呑
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10
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20

20
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＊50

＊80

＊100
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mf 増加率 と接 種数との関係

第3 表　フィ ラリア完 熟幼虫接種後の

主要 症状 と剖検所見

検出成
虫総数

9
6
9
9
7

28
77
55

92

血内mf

雄　雌　密 度， 経
過中最高
値

2　7

1　 5
2　 7
2　7
1　6
13　15
44　33
22　33
35　57

593

1924

2522

1980

3066

4810

3018

3016

3064

死亡時mf
数

593
632
330

1980
3066
1265
1941
2060
2042

接種後死
亡まで の
日数

175
330
209
105
133
230
139
164
143

＊ 縦隔洞 チステ形成， 胸膜線維素性乃至線維性

病変を も伴 うもの，淋 巴管の著明な拡大巣．

ても増加率は限度に近づいて， ほぼ同 一の値を示した．3

． 接 種幼虫数 と成虫発育数 の関 係

各群 にお ける剖検時の病変 と成虫検出数 との関 係につ・

（142 ）



第4 表　接 種数によるコト ンラットフィ ラリア成虫体長の比較

接　種　数

検出し た成 虫数 （n）（♀）
平 均 値 （幻

標 準 偏 差 （S）
接種後 口数 （t）

10

4

30

6
11 ．1　　　9，63　　10．1　　　10．9

50

15

80

36

（1） 雌

100

33

150

57

9 ．52　　8 ．09　　8 ．37　　7 ．89

2．27　1 ．860　0 ．342　0 ．697　0 ．913　0 ．485　1 ．451　0 ．711
330　　　209 105 133 230 139

第5 表　接 種数によるコトンラットフィラ リア威 虫体長 の比較

接　種　数

検出した成虫数（n）　（＄）
平 均 値（幻

標準 偏 差（s）

接種後日数（t）

10

1

2 ．50

－

330

20

” 人一一一一丶

2
2．102
．202
．00

209

2

1 ．65

1．891
．41133

いて観察した結果を第1 表および第3 表に示す．第3 表

の観察は完熟幼虫を接種後それぞれ100 日以上飼育して

自然に死亡したコトンラットについ て行ったものであ

る．

その結果は10 匹接種群は2 例で，剖検成績は，検出

成虫数雄2 ，雌7 および雄1 ，雌5 ，発育率は75　％，20

匹接種群は2 例でともに雄2 ，雌9 発育率55 ％，　30

匹接種群は1 例で雄1 ，雌6 ，発育率23 ％，　50匹接種

群は1 例で雄13，雌15，発育率56 ％，　80匹接種群は1

例で雄22，雌33，発育率55 ％，　150匹接種群は1 例で

雄22，雌33，発育率55 ％，　150匹接種群も1 例で雄35

雌57，発育率61 ％であった．

すなわち接種数の多いほど検出成虫数が多くなる傾向

は認められたが，接種数と発育率との間に相関は認めら

れなかった．

4． 宿主の病変と接種数との関係

接種数が30 匹以下の群にみられた著明な剖検所見は，

気管および気管支周囲淋巴腺におよぶ範囲の縱隔洞淋巴

腺腫脹と，時にこれらの淋巴腺周囲の淋巴管の拡張浮腫

であった．

50匹接種以上の群では，4頭の剖検例のすべてにこの

ような病変がさらに強く，その上 に縦隔洞淋巴管の浮

腫，淋巴液の貯留による淋巴嚢腫の形成がみられ，その

周囲は線維素性ないし線維性胸膜炎の像を呈していた．

嚢腫は1 ないし数コで，留針頭大から大きいものは拇指

頭大に至る多様の大きさで中に無色ないし帯黄色の透明

ないし半透明の淋巴液を含み，mf がその液に多数みと

められ嚢腫壁は菲薄で表面は線維素性ないし線維性の絨

毛状を呈し，周囲組織との癒着をみとめた．

特に100 匹，　150匹接種群では胸腔内に浸出液の貯留

が著明で，その中に多数の成虫が毬状にからみ合ってい

30

1
2．10

－

133

50

13
1 ．990

．13230

80

44

2

0

139

203
－

（2 ） 雄

0

14

100

22
1．900

．10164

143

150

32
1．940

．22143

39

た．病変は主に胸廓 にみとめられたが，時に腹腔，特 に

横隔膜 下に成虫 が発育 し，これと少量の浸出液 が見出さ

れる例 もあっ た．

5． 成 虫の体長 と接種数 との関係

剖 検時 に検 出し得 た成虫をと り出し， グリセリン5 ，

アル コール70 ，水25 を混じた 溶液に1 週 間以上 固定し

た．その後虫体の体表を測定す るにあ たっ てラ クトフェ

ノールに30 分以上っ け，ガ ラス板上 に 延 ばして 測っ た

成績 を第4 表と第5 表に示す，こ れによると雄成虫の場

合 は体長と接種数 との間に 相関はみられなかっ た．こ れ

に対 して雌成虫に関し ては，10 匹接種の場合4 匹が見 出

されて， その 平 均体長n ．1　cm，　標準偏差2 ．27であっ

た．20 匹接種群で は， 第1 例では11 匹検出 されて， 平

均体長10 ．97　cm，　標準 偏差0 ．305，第2 例で は7 匹 検出

して平均 体長9 ．63　cm，　標準偏差1 ．860， 第3 例 では7

匹検出 し て 平均 体長10 ．1　cm，　標準偏差0 ．342で あ っ

た．30 接 種の1 例では，6 匹検出して， 平 均体長10 ．9cm

，標準 偏差0 ．697，　50 匹接種の1 例 では15 匹検出し

て平均 体長9 ．52，標準偏差0 ．913，　80匹接種の1 例で は36

匹検出して，平均体長8 ．09　cm，　標準偏差0 ．485，　100

匹 接種では33 匹検出して，平均 体長8 ．37　cm，　標準偏差0

．451，　150匹接種で は57 匹 検出して， 平均体長7 ．89cm

，標準偏差0 ．711であっ た． い ず れ も接種して から100

日以上経過してお り，成 虫として 十分に発育 したも

の と考え る．

以上の数値を体長 をy 軸に接種数をx 軸に とっ て グ

ラフ にプ ロットし たものが 第5 図である ． こ の 関係はy

　＝　10．74－0 ．025　x　なる直 線に回帰し， 回帰直線の勾配

の有 意性 を 検定 し た と こ ろ ，　t　＝　b／Sb＝8．96＞t，i（7）　＝3

．50で，こ の値 は99 ％の水準 で有 意であっ た． このこ

とから接種数を10 匹か ら150 匹 にまでふやしていく と，

（143 ）
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第5 図　実験的 に接種した むZa。z。soides　caバ，絎

のコトンラット体内の成長 と接 種数 との

関係（雌の場合）（100 日以上生存例）

その宿主体内に発育す る寄生 虫の体長 は密度効果 の影 響

によっ て体長が短 くなるこ とがわかっ た．

考　　 察

コトンラットフィ ラリ ア症におけ る定量的 な感染 に関

する研 究にはBertram 　（1949），　Hawking 　（1948，　1950，1954

），　Soctt　（1946 ，　1953，　1958）等 の報告があ る．し か

し，こ れまでは感染 量と発症経過の関係にづいて は詳し

く調べられていない ．

Scott 等（1953，　1958）はダエが感染してからは寄生す

るフィ幼 虫が完熟 するまで，吸血をさし とめる方法を と

っ てい る．　Hawking 等（1948）はこのよ うな方法に よっ

て ，　4．3％ないし1 ．4％の感染 ダユを得ている． しかし

筆 者等 が行っ た 方 法によると，　78 ％以上の 感染ダニを

得， ダユ1 匹平均 の完 熟幼 虫保有数は少い 場合で1 ．5，

多い場合 で5 ．0に及 んだ．また感染後のダユの死亡数は

少 かっ た．

伊藤（1964）は個 体群 の増殖に関 するlogistic 曲線の理

論を説明している が，宿主 流血 中のmf 密度の増加を観

察するに，10 匹接種群 には変 異が大 きかっ たが，他の群

ではそれぞれlogistic 曲線 に近 似的であっ た．しかしこ

こで得た観察成績 から，流血中 のmf 密 度の変化は，同

時に接種した1 世代 の 雌成 虫の 産生能力 ，mf の寿 命，mf

に対する環境抵抗等 の要因が考え られる．mf が次第

に増加蓄積され，あ る呈度以上に達す ると，それ以上 に

増えない ．この飽和状態におけ る密度お よび接 種数 の多

い群 で も，あ る程度以上にならず，あ る意味 の密度 効果

がみられた．一方，林等（1965）は，流血中 のmf 密度 の

最高値をとり上げて，寄生した雌成虫数 との関 係から，

雌成 虫1 匹あたりのmf 産生能力は，寄生雌成 虫が増え

（144 ）

れば増える程低下するという雌成虫相互の密度効果的現

象を報じている．おそらく，こういった事も関係してい

るであろう．また筆者等は寄生雌成虫の体長にも表われ

ている事実をつかんだ．　　　　　　．

mf が流血中に出現して後の密度の変化が，週毎の検

血で時にはかなり大きい変動を示して経過していた事は

田中（1965）が諸種の時間幅で観察した成績と似ていた．

このような変化，全ぼうを観察するのに，森田（1963）の

いう傾向変動の分析法をとり入れるのも便利であろう．

フィラリアが寄生してコトンラットにおこる病変は，Wharton

　（1947），　Hawking　d　al．　（1948），若杉（1958），

田坂（1965）によって詳細に報告されているが，今回の実

験でその病変の強さと感染量の間に関係があることが認

められ，接種数を50 匹以上に多くした場合には，淋巴

嚢腫形成を主病変とした胸腔内淋巴系統の著明な病変が

みとめられた．

ま と め

コトンラットフィラリアの完熟幼虫を実験的にコトン

ラットに定量接種して，mf 出現までの潜伏的と，その

後の時間的経過に よる変化，病変の状況を比較観察し

た．

1） フィラリアの完熟幼虫をダニから取出し，それぞ

れ一定数をコトンラットの皮下に作ったポケットに接種

した．10匹以下の少数を接種した場合には，宿主末梢血

内にmf が検出されるものと，全然検出されずに終った

ものとがあった．20匹以下の接種群では，潜伏期が8 週

位のものと，20 週以上におよぶものがみられた．30 匹

以上の接種群では，すべて潜伏期が8 週以内であった．2

）5 匹接種群では宿主末梢血内にmf が一旦陽転し

た場合でも，いずれもすぐに陰性となった．10匹接種群

では，その密度が他の群に比して低い値ではあったが，

実験例によってかなりの変異がみられた．しかし，さら

に接種数を多くした群では，ほぼ群毎に相似かよった値

をもって時間的に経過し，毎週のmf 密度の平均値の時

間変化は，　logistic曲線にかなりよく合った．そこで各

群のlogistic曲線から，mf 密度の上昇，変曲点におけ

るmf 密度の時間的な増加率をとりあげて比べた．すな

わちmf 密度の上昇は，50匹接種群では3 ，427．0，　100匹

接種群では2，337．6，　150匹接種群では2 ，454．2であり，

変曲点における増加率は50 匹接種群では2，921．3，　100

匹接種群では1 ，799．9，　150匹接種群 では2，613．7であ

った，いずれも接種数の少い時は接種数の増加とともに



急 に上昇 するが，50匹以上接種 した群 では接種数を増や

しても隕度に近づいてほぼ同一 の値であっ た．これは宿

主 体内の寄生虫 の密度効果 を示 すものと考えられる．

3） 定量的に接種し たコトンラットの うち100 日以上

飼育したも のについて剖 検し たところ，病変は多数接種

したもの程著明で，50 匹以上接 種したものに，胸部淋巴

系統の腫脹，浮腫等を主 とし た変化と，胸膜の線維素な

い し線維性病変，淋巴 の貯留 による嚢腫形成等をみと め

た．

4） 音IJ検に よっ て検出し た成 虫数と接種数 の関係は必

ずし も平行しな かっ た．これは接種した幼虫が全部成虫

にな り得な かっ た事 と，成 虫になう ていても検出 されな

かっ た ものがあ る 事に よると 推 定される． 接種数が50

匹以上になる と， 検出成 虫数 は接種数よ りは たえず小で

あるが，接種数に ほぼ 比例して変わる事を知っ た．

5） 検出した成 虫の体長 と接 種数との関係は雌成虫で

は，接種数が少い と体長 は比較的 大きく，20 匹，30 匹，50

匹，　100匹 と多 く接 種し た場 合では体長が次第に短 く

なり，たとえば10 匹接種群では平均11 ．1　cm，　標準偏差2

．27，　150匹では 平均7 ．89　cm，　標準偏差0 ．711であっ

た．こ れらの値はy 　＝　10．74－0 ．025　x　に回帰する事を知

っ た．これは明らかに雌成 虫相互の密度効果の表 われで

ある．一方 雄につい ては，こ のような関係はみられず，

い ずれの群 も近似の 体長を示し た‥

この研究は 伝染病研 究所 寄生 虫研究部に於ける コトン

ラットフィ ラリアに関する共同研 究の一部をなす もので

佐々学教授，林滋生助 教授，長 沢ヤエ子氏及び当研究部

の諸氏に多大 の協力 を得 た．
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STUDIES　ON　COTTON　RAT　FILARIASIS　USING　QUANTITATIVE

INOCULATION　WITH　LARVAE　OF 　LITOMOSOIDES 　CA尺刀W7

（TRAVASSOS ，　1919）

Tozo　KANDA　 ＆　Sadaharu　TASAKA

（£）やartment ザ 鳬az 功 砿■）gy，　Institute　for　Infeびions　Disease，Universi

りof 　Tokyo）

The　investigations　on 　cotton　rat　fllariasis　were　made　by　quantitative　inoculations　with　the

】arvae　of　£itomos ぷdes 　car・inii　（Travassos ，　1919 ）。

Observations　were　made　on　the　incubation　period　and　the　pathological　and　clinical　charac －ters

in　the　course　of　cotton　rat　filariasis，　following　quantitative　inoculations．　Following　investi －gations

were　attempted　to　find　quantitative　interrelationships　between　the　inoculations　and　the

observed　results。

Tropical　rat　mites ，£ipojiyss。s み心ヽθだ （Hirst ，　1913 ），　were　dissected　to　obtain　infectivelarvae　

；　these　were　collected　and　inoculated　with　pipettes　into　the　subcutaneous　pocket　on　thedorsal　surface　of　the　chest　near　the　backbone　of　the　cotton　rat

。

1．　Even　with　inoculations　of　as　few　as　five　larvae　could　mature　and　become　adult　wormwhich　produced　microfilariae　evidency　in　the　peripheral　blood　of　the　host

．　The　incubation　periodswere　8　weeks　or　more　of　20　weeks

，　but　when　less　than　10　larvae　were　inoculated，　some　latentcases

　were　seen．　Eleven　of　the　cases　in　which　more　than　30　larvae　were　inoculated　were　posi －tive

for　microfilaria　8　weeks　after　the　inoculations。

2．　After　the　first　appearance　of　microfilaria　in　the　peripheral　blood　of　host，　the　microfilariadensity　of　each　host　could　be　classified

into　groups　according　to　the　quantity　of　the　larvae　ino－culated

．　Then　in　each　such　group　of　the　same　inoculation　level ，　the　average　density　at　the　sameweek　after　the　appearance　of　microfilaria

　was　sought　in　order　to　obtain　the　maximum　density　ofmicro　filaria　during　the　clinical　course

．　These　average　densities　were　represent　the　density　levelamong　member　of　each　host　group　of　the　same　inoculation　level　in　a　certain　week

，　followingappearance　of　the　microfilariae

。

The　average　count　of　each　inoculation　group　closely　fit　the　apropriate　curve　for　that　group．Logistic

curves　were　sought　for　the　average　counts ．

These　logistic　curves　were　fitted　to　each　average　count

the　average　count　of　the　10　larvae　inoculation　was　Y＝

inoculation　was　Y ＝
1624 ．90

that　of　the　50
1＋3428 リ04e ’3J7卜 面37湎

and　that　of　the　100　larvae　was　Y＝

was　Y　＝
2454 ．20

as　follows　；510

．68

l ＋72330e”3－14tlarvae　was
Y ＝

the　logistic　curve　for

；　that　of　the　20　larvae3427
．00

1＋5998 ×108e －3．391　’

；　and　that　of　the　150　larvae　inoculation
1＋4347 ×104e ’3．08゙ ’

1＋355×105e・4．26t　’

In　these　logistic　curves　the　maχimum　limit　of　microfilaria　density　and　the　rate　of　increase

of　the　microfilaria　density　at　the　reflecting　point　were　also　increased　inoculations　lower　than　50

larvae　；　they　increased　to　their　limit　in　inoculations　of　50　larvae　；　but　did　not　increase　further　irlinoculations　e

χceeding　50　larvae．

（146 ）



3．　Quantitatively　inoculated　cases　which　lived　more　than　100　days　were　pathologicallyobserved　by　section

．　The　pathological　findings　were　especially　marked　in　cases　in　which　morethan　50　larvae　were　inoculated

．　The　main　pathological　findings　were　as　follows　：　Swelling　andthe　oedema　of　the　lymphatic　systems　of

the　chest　；　fibrinous　and　fibrous　inflammations　of　thepleura　

；　strage　of　lymph　；　and　cystic　formations，　etc。

4．　Inoculations　o£　fewer　larvae，　the　number　of　filarial　worms　which　were　found　in　thehost　at　autopsy　did　not　parallel　the　number　of　inoculated　larvae

。

This　may　be　due　to　non－maturation　of　all　larvae　inoculated，　or　to　the　possibility　of　someadult　worms　not　being　found　became　of　their　migration　in

to　some　organ．　But　in　inoculationsexceeding　50　larvae

，　they　were　in　parallel　relationship。

5．　The　measurement　of　female　worm　body　length　found　in　the　hosts　of　the　10　larvaegroup　was　11

．10　cm　on　the　average　with　a　standard　deviation　（s）　of　2．27　；　in　groups　with　a　highernumber　of　larvae　inoculated

，　the　average　length　became　shorter，　and　in　the　group　of　150－larvaeinoculation

，　it　averaged　7．89　cm　with　s　＝　0．711．　The　regression　line　of　Y　－　10．74－6．025　
χ　fittedthis　relationship　of

body　length　and　the　number　of　larval　inoculated．　It　is　suppossed　that　bodylengths　of　the　female　worms　were　influenced　by　the

density　effect　of　the　female　worms，　but　thatof　the　male

worms 　was　not　influenced　by　this　crowding　effect，　since　there　were　no　differences　inthe　male　lengths　among　groups　of　different　inoculations

。

Possible　explanations　of　the　failure　of　microfilaria！　density　to　rise　above　the　level　observedwhen　so　larvae

　were　inoculated　are　：　（1 ）　reduction　or　limitation　of　female　reproductive　capacityas　a　crowding　effect　

；　or　（2 ）　a　density　limitation　as　a　results　of　competition　for　space　amongmicrofilariae

．

（L47 ）

43




